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て
実
施
す
る
学
び
の
組
織
的
実
践
推
進

事
業
補
助
金�

20
万
円

　
そ
の
他
︰
小
学
校
理
科
支
援
事
業
補

助
、
小
・
中
学
校
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
推
進
事
業
な
ど�

35
万
１
千
円

　
社
会
教
育
施
設
備
品
購
入
費

�

63
万
５
千
円

○
国
民
健
康
保
険　
特
別
会
計

　
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険

制
度
改
革
に
伴
う
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修

委
託
料
な
ど�

２
１
６
万
円

○
教
育
委
員
会
　
委
員

�

小
野
島
　
政
孝
　
氏
（
舟
場
島
）

　
平
成
28
年
10
月
２
日
で
任
期
満
了
と

な
る
小
野
島
政
孝
氏
を
、
再
任
す
る
こ

と
に
、
全
員
の
賛
成
で
同
意
。

平成28年第４回９月議会定例会では、補正予算が２件、人事案件が３件、議員提出議案が２件
の、合わせて７件が上程されました。
議案は、審議と付託表に基づいて、各常任委員会で審査され、すべて原案どおり全員賛成で可
決しました。
また、提案理由説明に先立ち、町行政の近況の報告があり、その中で町長は、「能美広域事務組
合」の問題についても触れ、現在、解散に向けて、事務レベルで財産処分と職員の帰属について協
議中であり、また、８月31日、白山市長及び野々市市長などに対し、「白山野々市広域事務組合」
への加入と併せて、町消防団の「同消防連合会」への加入についても、お願いをした旨の報告があ
りました。

９月議会定例会　８日～13日

○
一
般
会
計

　
補
正
額�

１
千
２
１
０
万
円

　
予
算
累
計� 

38
億
２
千
２
１
０
万
円

○
特
別
会
計

　
補
正
額�

２
１
６
万
円

　
予
算
累
計� 

13
億
７
千
５
１
６
万
円

○
民
生
費

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
等
導
入
支
援
事
業
特

例
交
付
金�

３
７
０
万
８
千
円

　
保
育
料
負
担
軽
減
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料�

１
３
０
万
円

○
土
木
費

　
地
下
水
さ
く
井
工
事
補
助
金

�

３
６
０
万
円

○
教
育
費

　
川
北
中
学
校
︰
県
大
会
や
北
信
越
大

会
へ
の
出
場
助
成
金�

１
５
７
万
３
千
円

　
中
島
小
学
校
︰
い
し
か
わ
道
徳
教
育

推
進
事
業
補
助
金�

 

30
万
円

　
中
島
小
学
校
︰
特
別
支
援
学
級
備
品

購
入
費�

43
万
３
千
円

　
川
北
小
学
校
︰
同
校
を
拠
点
校
と
し

平
成
28
年
度
の
補
正
予
算

一
般
会
計

特
別
会
計

人
　
　
事

教育委員会委員に小野島氏・中村氏が再任
固定資産評価審査委員会委員に米田氏を選任
介護ロボット等導入支援事業特例交付金、
地下水さく井工事補助金などに補正
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○
教
育
委
員
会
　
委
員

�
中
村
　
勝
巳
　
氏
（
橘
）

　
平
成
28
年
10
月
２
日
で
任
期
満
了
と

な
る
中
村
勝
巳
氏
を
、
再
任
す
る
こ
と

に
、
全
員
の
賛
成
で
同
意
。

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
　
委
員

�

米
田
　
峰
夫
　
氏
（
橘
）

　
現
在
、
委
員
を
務
め
て
ら
れ
て
い
る

小
竹
隆
氏
の
辞
職
に
伴
い
、
そ
の
後
任

と
し
て
、
新
た
に
米
田
峰
夫
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
、
全
員
の
賛
成
で
同
意
。

○
介
護
報
酬
の
見
直
し
・
介
護
労
働
者

の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
を
求
め
る
意

見
書

　

介
護
離
職
ゼ
ロ
の
た
め
に
は
、国
の

施
策
と
し
て
介
護
人
材
の
育
成・確
保・

待
遇
や
勤
務
環
境
の
改
善
な
ど
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、介
護
報
酬
の
引

上
げ
を
含
む
見
直
し
な
ど
に
向
け
た
検

討
を
行
う
こ
と
や
、介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
を
確
実
に
行
い
、介
護
従
事
者

の
確
保・定
着
を
図
る
こ
と
を
要
望
す

る
旨
の
意
見
書
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
軽
度
者
へ

の
福
祉
用
具
貸
与
及
び
住
宅
改
修
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書

　
現
行
の
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉

用
具
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者
自
身
の

自
立
意
欲
を
高
め
、
介
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
軽
度
者
向
け
の
福
祉
用
具
貸
与

及
び
住
宅
改
修
の
利
用
に
つ
い
て
の
見

直
し
を
慎
重
に
検
討
を
進
め
る
こ
と
を

国
に
要
望
す
る
旨
の
意
見
書
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。 議

員
提
出
議
案

　
８
月
５
日
、
J
R
西
日
本
白
山

総
合
車
輌
所
に
お
い
て
、
北
陸
新

幹
線
対
策
特
別
委
員
会
視
察
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
議
員
全
員
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
車
輌
所
職
員
の
説
明

を
受
け
た
後
、
広
大
な
敷
地
の
車

輌
所
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

日
々
安
全
に
運
行
す
る
た
め

に
、
新
幹
線
が
ど
の
よ
う
な
流
れ

で
整
備
さ
れ
、
再
び
運
行
さ
れ
て

い
る
の
か
を
、
間
近
で
視
察
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
過
剰
と
思
え
る
ほ
ど
の
細
心
の

注
意
が
払
わ
れ
、
車
輌
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
東
海
道
新
幹
線
開
業

よ
り
50
余
年
が
経
過
し
て
い
ま
す

が
、
未
だ
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
理
由

が
、
車
輌
整
備
の
面
か
ら
も
理
解

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

J
R
西
日
本
白
山
総
合
車
輌
所
を
視
察

�

北
陸
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
補
助
金
の
申
請

に
つ
い
て
の
制
限
は
。

 

補
助
に
つ
い
て
は
、
１
事
業
所
あ

た
り
３
０
０
万
円
が
上
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
１
台
の
価
格
が
１
０
０
万
円
弱
と
な

っ
て
お
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か

ん
じ
ん
川
北
と
あ
ん
じ
ん
川
北
の
各
施

設
で
２
台
ず
つ
を
見
込
ん
で
、
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。

 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
に
際
し
、
事

業
所
の
大
小
に
関
係
な
く
、
要
望
が
あ

れ
ば
、
補
助
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。

 

上
限
を
超
え
な
い
範
囲
で
、
補
助

金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

 

保
育
料
負
担
軽
減
に
つ
い
て
、
軽

減
対
象
が
年
収
３
６
０
万
円
と
あ
る

が
。 

世
帯
毎
の
合
計
年
収
と
な
り
ま

す
。 

保
育
料
負
担
軽
減
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
に
つ
い
て
は
。

 

国
か
ら
の
補
助
が
２
分
の
１
、
町

か
ら
の
持
出
し
が
２
分
の
１
と
な
っ
て

い
ま
す
。

 

年
度
途
中
で
、
学
級
編
成
が
変
更

と
な
っ
た
の
は
。

 

学
級
編
成
の
基
準
日
は
、
５
月
１

日
で
あ
り
、
今
回
、
４
月
に
転
入
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
基
準
日
の
時
点
で
１

ク
ラ
ス
か
ら
２
ク
ラ
ス
の
編
成
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
教
諭
も
補
充
さ
れ
て

い
ま
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 

地
下
水
さ
く
井
工
事
補
助
金
に
つ
い

て
、
対
象
の
業
種
と
し
て
は
、
飲
食
業
、

食
品
加
工
業
な
ど
が
主
と
な
る
の
か
。

 

町
の
指
定
す
る
企
業
立
地
重
点
促

進
区
域
内
の
企
業
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

工
場
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
既
存

の
井
戸
が
、
濁
水
及
び
地
下
水
位
の
低

下
に
よ
り
、
取

水
で
き
な
く
な

り
、
新
た
に
、

さ
く
井
工
事
を

行
う
場
合
に
補

助
を
行
い
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
今
回
、
対
象
の
企
業

は
、
ハ
チ
バ
ン
フ
ー
ズ
パ
ー
ク
で
す
。

 

補
助
率
は
、
ど
れ
だ
け
か
。

 

さ
く
井
に
要
し
た
費
用
の
３
分
の

１
以
内
と
し
、
５
０
０
万
円
を
上
限
と

し
て
い
ま
す
。

 

飲
料
水
用
の
さ
く
井
工
事
は
、
補

助
の
対
象
な
の
か
。

 

町
の
指
定
区
域
の
企
業
の
自
家
井

戸
の
水
は
、
様
々
な
用
途
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
井
戸
に
不
具
合
が
で

た
場
合
の
新
た
な
さ
く
井
に
つ
い
て

は
、
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

 

ハ
チ
バ
ン
フ
ー
ズ
パ
ー
ク
内
の
今

回
の
さ
く
井
す
る
規
模
は
。

 

さ
く
井
の
深
度
は
、
１
２
０
ｍ
ほ

ど
で
、
事
業
費
は
１
千
万
円
ほ
ど
と
な

り
ま
す
。

委
員
会
審
査

QQ
AA
&&

主
な
も
の
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定
例
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町
政
を
問
う
！

９
月
議
会
定
例
会

一
般
質
問

 

た
つ
の
く
ち
橋
下
流
、
手

取
川
右
岸
に
整
備
さ
れ
た
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
＆
ス
ポ
ー
ツ
公

園
」
の
、
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
よ

り
下
流
側
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

や
観
察
池
、
そ
し
て
、
キ
ャ
ン

プ
場
が
あ
る
「
水
辺
の
楽
校

ゾ
ー
ン
」
な
ど
を
活
用
す
る
人

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
水
辺
の
楽
校
ゾ
ー
ン
は

「
自
然
の
ま
ま
を
楽
し
み
、
自

然
を
学
ぶ
」
と
う
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
造
ら
れ
た
と
言
う
こ
と

で
す
が
、
通
路
も
歩
け
な
い
ほ

ど
で
は
、
そ
の
自
然
を
楽
し
む

こ
と
や
、
学
ぶ
こ
と
す
ら
、
ま

ま
な
り
ま
せ
ん
。

　
せ
っ
か
く
素
晴
ら
し
い
コ
ン

セ
プ
ト
で
作
ら
れ
た
公
園
で
す

の
で
、
し
っ
か
り
と
管
理
を
し

て
、
身
近
な
手
取
川
で
の
自
然

学
習
と
し
て
活
用
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
町
ス
ポ
ー
ツ
＆
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
公
園
」
の
管
理
及
び
活

用
方
法
に
つ
い
て
、
町
当
局
の

考
え
は
。

 

土
木
課
長

　

施
設
の
占
用
面
積
は

1
0
8
，8
5
1
㎡
で
、
毎
年
、

多
額
の
費
用
を
か
け
、
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
、
ご
指
摘
の
箇
所
は
、

約
３
５
，0
0
0
㎡
あ
り
、
自

然
環
境
に
配
慮
し
、
数
年
ご
と

に
草
刈
り
な
ど
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
、

樹
木
が
生
い
茂
っ
た
状
態
で

す
。

　
今
後
は
、
定
期
的
に
草
刈
な

ど
を
実
施
し
、
町
民
が
安
全
で

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

 

新
し
い
墓
地
の
整
備
は
、

確
か
に
現
在
の
我
が
町
で
は
条

件
的
に
早
急
に
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
集
落
の
共
同
墓
地

を
持
た
な
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
集
落
の

方
々
で
も
、
共
同
墓
地
の
区
画

が
一
杯
で
、
お
墓
を
建
て
る
こ

と
が
出
来
ず
、
何
年
も
遺
骨
を

家
の
中
に
安
置
し
た
状
態
で
、

故
人
の
供
養
も
ま
ま
な
ら
な
い

方
々
も
存
在
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
集
落
か
ら
の
拡
張

の
相
談
に
対
応
す
る
だ
け
で
な

く
、
現
在
の
各
集
落
の
墓
地
の

空
き
状
況
を
把
握
し
、
仲
介
し

た
り
、
も
し
、
空
き
が
無
い
場

合
に
は
集
落
で
の
拡
張
を
指
導

し
た
り
、
他
市
町
と
連
携
に
よ

り
、
確
実
に
お
墓
を
建
て
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
町
と
し
て

対
応
出
来
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。

　
墓
地
問
題
の
今
後
の
具
体
的

な
対
応
対
策
に
つ
い
て
、
町
当

局
の
考
え
は
。

 

町
長

　
町
の
方
針
は
、
平
成
26
年
12

月
議
会
で
答
弁
し
た
通
り
で
す

が
、
そ
の
必
要
性
も
充
分
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
複
数
の
地
区
で
、
共

同
墓
地
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

　
町
と
し
て
は
、
現
在
あ
る
地

区
管
理
の
共
同
墓
地
を
中
心

に
、
整
備
・
拡
張
す
る
こ
と
に

は
、
出
来
る
だ
け
支
援
し
、
併

せ
て
新
し
く
墓
地
を
求
め
ら
れ

て
い
る
方
へ
の
便
宜
も
図
れ
る

よ
う
協
力
し
ま
す
。

井波秀俊 議員

「町スポーツ＆コミュニティー公園」
　　　　　　　　　  の管理及び活用は。

定期的な維持管理に努める。土木課長

墓
地
問
題
の
今
後
の
具
体
的
な
対
応
対
策
は
。

既
存
墓
地
の
整
備・拡
張
を
支
援
し
、新
規
者
へ
の
便
宜
を
図
る
。

町
長
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今
回
の
熊
本
地
震
に
伴
う

防
災
意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
住

宅
の
耐
震
化
率
に
つ
い
て
、
石

川
県 

76
％
、
金
沢
市 

81
％
と

の
こ
と
で
す
が
、
川
北
町
で
は

何
％
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
地
震
か
ら
建
物
の
倒
壊
を
防

ぎ
、
身
を
守
る
う
え
で
、
最
も

効
果
的
な
対
策
の
一
つ
が
建
物

の
耐
震
補
強
で
す
。

　
そ
こ
で
、
現
状
の
補
助
限
度

額
で
あ
る
70
万
円
の
引
き
上
げ

と
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

し
て
は
、別
途
補
助
率 

90
％
で
、

新
た
に
追
加
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
町
当
局
の
考
え
は
。

　
更
に
、
個
別
に
、
耐
震
化
支

援
制
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
対
象
者
に
送
付
し
、
周
知
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町
当
局

の
考
え
は
。

 

土
木
課
長

　
現
在
、
本
町
の
住
宅
耐
震
化

率
は
、
約
60
％
で
す
。

　
ま
た
、
耐
震
改
修
工
事
の
補

助
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
４

月
よ
り
、
70
万
円
を
上
限
と
し
、

事
業
費
の
３
分
の
２
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

川
北
町
で
は
、
他
市
町
の
住
宅

に
比
べ
、
昔
か
ら
の
大
き
く
広

い
建
物
が
多
く
、
実
際
に
は
、

か
な
り
の
改
修
費
用
が
必
要
と

な
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
事
業

実
績
が
無
い
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
は
、
耐
震
化
率
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
色
々
な
施
策
、

例
え
ば
補
助
額
や
補
助
率
を
上

げ
る
、
ま
た
、
耐
震
化
の
Ｐ
Ｒ

を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
検
討

し
ま
す
。

 

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

率
に
つ
い
て
は
、
収
納
率
97
％

前
後
と
高
く
、
川
北
町
は
19
市

町
の
中
で
は
、
第
３
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
19
市
町
の

平
均
収
納
率
が
、
平
成
25
年
度
、

26
年
度
と
２
年
連
続
で
上
昇
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
川

北
町
で
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る

こ
と
や
、
ま
た
、
平
成
30
年
度

の
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
を

見
据
え
て
、
今
年
度
か
ら
保
険

税
額
が
増
額
と
な
り
、
平
成
27

年
度
の
収
納
率
の
ま
ま
で
は
、

平
成
28
年
度
の
滞
納
残
高
・
金

額
そ
の
も
の
が
増
加
と
な
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
分
の

県
内
で
の
順
位
、
及
び
、
平
成

28
年
度
の
収
納
率
の
向
上
策
と

数
値
目
標
に
つ
い
て
、
町
当
局

の
考
え
は
。

 

住
民
課
長

　
平
成
27
年
度
現
年
分
の
収
納

率
は
、
97
・
49
％
で
、
県
内
で

第
２
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
収
納
率
向
上

の
た
め
に
実
践
し
て
い
る
こ
と

は
、
口
座
振
替
の
促
進
、
滞
納

者
へ
の
督
促
や
催
促
に
加
え
、

納
税
相
談
に
よ
る
対
策
を
講
じ

て
お
り
、
平
成
28
年
度
収
納

率
の
数
値
目
標
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
27
年
度
を
上
回
る
よ

う
最
善
の
努
力
を
し
ま
す
。

山村秀俊 議員

住宅の耐震化支援制度の拡大と周知は。
色々な施策を検討する。土木課長

国
民
健
康
保
険
税
に
対
す
る

�

収
納
率
の
向
上
策
は
。

前
年
度
を
上
回
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
す
る
。

住
民
課
長
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平
成
28
年
度
予
算
で
は
、

川
北
町
児
童
館
増
築
等
改
修
工

事
の
設
計
管
理
費
が
予
算
計
上

さ
れ
て
お
り
、
児
童
数
の
増
加

に
伴
い
１
２
０
㎡
の
遊
戯
室
を

新
た
に
増
築
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
登
録
児
童
数
の
一

番
多
い
施
設
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
れ
だ
け
の
増
築
面
積
で
は
、

十
分
な
子
供
達
の
受
け
入
れ
態

勢
が
と
れ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
町
当
局
の
考

え
は
。

　
ま
た
、
川
北
町
児
童
館
の
駐

車
場
も
狭
い
こ
と
か
ら
、
送
迎

に
来
た
保
護
者
の
方
の
車
が
、

道
路
上
に
停
車
し
、
子
供
達
が

乗
降
す
る
の
を
、
よ
く
見
か
け

ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
事
故
に
つ
な
が

る
危
険
性
も
高
く
、
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

町
当
局
の
考
え
は
。

 

住
民
課
長

　
増
築
後
、
子
供
た
ち
が
利
用

す
る
部
屋
は
、
集
会
室
・
図
書

室
、
そ
れ
に
児
童
ク
ラ
ブ
室
や

遊
戯
室
で
、
面
積
は
約
２
７
０

㎡
と
な
り
、
運
営
に
支
障
が
な

い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
必
要
な
１
人
当
た
り
の
基
準

面
積
は
1
・
６
５
㎡
で
、
施
設

整
備
が
完
了
し
ま
す
と
１
０
０

人
以
上
の
登
録
児
童
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
受
け
入

れ
態
勢
に
つ
い
て
は
、
将
来

的
な
動
向
を
踏
ま
え
た
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
周
辺
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
徹
底
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

現
在
、
川
北
町
に
は
、
災

害
に
対
応
す
る
た
め
に
１
つ
の

消
防
団
と
20
隊
の
自
衛
消
防
隊

の
組
織
が
存
在
し
、
昼
夜
に
か

か
わ
ら
ず
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
有

償
）
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
殆
ど
の
団
員
・
隊

員
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が

多
く
、
日
中
は
地
元
に
不
在
と

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
防
災
意
識
を
一
人

で
も
多
く
高
め
る
為
に
も
、
日

中
地
元
に
い
る
元
消
防
団
員
や

自
衛
消
防
隊
の
Ｏ
Ｂ
、
家
庭
の

主
婦
な
ど
を
活
用
し
て
、
任
務

を
限
定
し
た
負
担
の
少
な
い
、

「
機
能
別
消
防
団
」
の
組
織
も

今
後
、
必
要
か
と
考
え
ま
す
が
、

町
当
局
の
考
え
は
。

 

町
長

　
近
年
で
は
、
消
防
団
員
の
補

完
的
な
役
割
を
担
う
も
の
と
し

て
、
任
務
を
限
定
し
て
負
担
を

少
な
く
し
た
、「
機
能
別
消
防

団
員
」
を
置
く
自
治
体
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

　
石
川
県
内
に
お
い
て
も
、
七

尾
市
や
輪
島
市
を
は
じ
め
、
能

登
地
区
を
中
心
に
、
３
市
２
町

で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
身
分
は
、
基

本
的
に
は
消
防
団
員
と
同
じ

で
、
報
酬
や
災
害
補
償
な
ど
、

予
算
措
置
も
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
安
全
・
安

心
に
対
す
る
備
え
を
充
実
さ
せ

る
為
に
は
、
大
変
有
意
義
な
制

度
で
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
今
後
、
町
消
防
団
と
相

談
し
な
が
ら
、
検
討
し
ま
す
。

西田時雄 議員

川北町児童館の受け入れ態勢は。
将来的な動向を踏まえている。住民課長

機
能
別
消
防
団
の
組
織
化
は
。

町
消
防
団
と
相
談
し
検
討
す
る
。

町
長
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わたしたちのまちは、こんなまち
―小学３年生が議場を見学―

議　会　傍　聴　記
竹内　佳代（下田子島）

　６月30日に橘小学校３年生、また７月13日には、川北小学校３年生が議場を見学し
ました。これは、社会科の授業の中で、副読本の「かわきた」を活用して、町のしくみ
などを学習する活動の一環で児童らは、町の施設や働いている人の様子を見学したり、
お話を聞いたりして、熱心にメモをとっていました。

　先日、初めて議会定例会を傍聴する機会に恵まれました。
　私は、川北町で生まれ育ちましたが、役場の３階に議会の本会議
場があるとは全く知らず、まるで社会見学に来たような、ある種ワ
クワクした気持ちで傍聴席に座りました。
　最初の一般質問者は、井波議員ということで、下田子島地区の方
も傍聴に来られていたこともあり、リラックスして議会が始まるのを待ちました。
　そして、いよいよ議会が始まるとピリッとした空気に包まれ、いつも見慣れているは
ずの議員の表情も、どことなく緊張した面持ちでした。
　一般質問では、いろんな視点から町内の問題点について質問されており、〝川北町をも
っとよい町にしよう。〟という議員の熱い思いが伝わってきました。
　その中で私が一番印象に残ったのは、町の墓地問題です。
　墓地問題とは、都会だけの問題と思っていましたが、川北町でも現実問題として、対
処しなければならず、法律上、立地に関しては制限があることがわかりましたが、その
問題をクリアし、用地を確保しなければならない必要性を実感しました。
　今回の傍聴を通じて、町民一人一人が、町の様々な問題点を自身の問題として、解決
できるよう考えていくことが大切だと思いました。
　議会の中で取り上げられる問題は、ほんの一部だとは思います。しかし、議論される
問題に町民が『無関心』にならないことが重要ですし、そのためにも議会を傍聴するこ
とが最初の一歩ではないかと感じました。
　これからも川北町がますます発展し、未来に希望がもてるような町づくりに取り組ま
れるよう希望いたします。
　ありがとうございました。

川北小学校の児童たち 橘小学校の児童たち
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川
北
町
議
会
で
は
、
９
月
27
日
～
28

日
に
か
け
て
、
議
会
議
員
行
政
視
察
研

修
と
し
て
、
徳
島
県
神
山
町
を
訪
ね
ま

し
た
。

　
神
山
町
は
、
徳
島
市
か
ら
鮎
喰
川
沿

い
に
車
で
40
分
ほ
ど
の
山
間
地
に
あ

る
、
人
口
５
３
０
０
人
ほ
ど
の
自
然
豊

か
な
町
で
す
。

　
　
　
～
新
し
い
町
づ
く
り
の
カ
タ
チ
を
検
証
～�

徳
島
県
神
山
町
を
訪
ね
て
　

議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

視 察徳島県神山町

徳島市

高知県

香川県

愛媛県

　
今
回
は
、
そ
の
町
づ
く
り
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
」
と
「
一
般
社
団
法
人
神
山
つ

な
ぐ
公
社
」
の
２
団
体
の
取
組
み
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
は
、

「
神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
り
、
次

の
３
つ
の
事
業
を
創
造
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

①
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

　
働
く
場
所
を
選
ば
な
い
企
業
の
誘
致

②
ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス

　
町
の
将
来
に
と
っ
て
必
要
に
な
る
働

き
手
や
起
業
者
の
誘
致

③
神
山
塾

　
後
継
人
材
の
育
成

　
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
神
山
つ
な
ぐ

公
社
は
、
神
山
町
創
生
戦
略
・
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
実
行
団

体
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
２
団
体
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

暮
ら
し
方
・
生
き
方
の
質
を
高
め
る
こ

と
の
創
造
を
目
指
す
ソ
フ
ト
事
業
を

「
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
」
が
担
当
し
、
空

家
（
住
宅
・
店
舗
）
改
修
な
ど
の
ハ
ー

ド
事
業
を
「
つ
な
ぐ
公
社
」
が
担
当
す

る
と
い
っ
た
、
事
業
分
担
が
進
め
ら
れ

る
と
の
事
で
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
今
後
、
空
家
対
策

は
、
他
人
事
で
は
な
く
、
早
い
時
期
か

ら
の
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
痛
感
し
、

神
山
町
で
の
取
組
み
を
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
施
策
に
応
用
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
こ
う
し
て
、
川
北
町
の
活
性
化
に
思

い
を
は
せ
つ
つ
、
帰
途
に
着
き
ま
し

た
。教

育
民
生
常
任
委
員
長　
作
田
良
一

空屋を改修しオフィスとして活用
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　７月26日、津幡町文化会館シグナスにおい
て、議長、副議長、委員長研修会が開催されま
した。
　講師には、新潟県立大学国際地域学部准教授
の田口一博氏を迎え、「議会への住民参加につ
いて」と題して、選挙制度や住民参加による議
会改革についてお話しいただきました。
　各町からの出席者は、参考人質疑などの制度
を最大限に活用し、識見向上を目指すことの大
切さを理解し、それに関連した質疑応答が活発
に行われました。

　８月17日、津幡町文化会館シグナスにおい
て、町議会議員・町監査委員合同研修会が開催
されました。
　講師には、政治ジャーナリストの末延吉正氏
を迎え、「今後の政局・政治展望を探る」と題
して講演され、各町からの出席者は、テレビや
紙面では、深層がわかりにくい政局の動向や内
情などに深く聞き入っていました。

　８月６日～７日を中心に、能美市・川北町を
主会場として、第68回石川県民体育大会（夏
季大会）が開催されました。
　これに伴い、議会議員全員により、各種目会
場にて、川北町選手への激励と応援が行われま
した。
　選手・役員・大会関係者の皆さん、暑い中で
の熱戦、本当にお疲れさまでした。

　本年４月より、ペーパーレス化を推進する方
策として、試験的に広報編集特別委員会から、
その取組みを始めています。
　従来の資料では、案件によっては膨大な量と
なってしまうことや、条例・会議資料などの電
子データを、インターネットを介して活用する
ことで、会議の効率化が可能となります。
　スケジュールの調整・管理、資料配布や相互
連絡・会議などの事務効率化が見込めることか
ら、他市町議会でも、タブレット端末などを活
用する動きが活発化しています。

正副議長、委員長が研修

議会議員と監査委員が研修

議会や会議資料の
ペーパーレス化に向けて

川北町選手団を応援！
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～
行
政
視
察
研
修
～

�

大
阪
府
田
尻
町
議
会

よ
う
こ
そ
川
北
町
へ
！

　
平
成
28
年
10
月
17
日
に
、
大
阪
府
田

尻
町
議
会
の
一
行
が
、
視
察
研
修
で
訪

町
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
「
川
北
町
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
企
業
誘

致
・
公
共
料
金
の
低
廉
化
・
少
子
化
対

策
な
ど
の
諸
施
策
の
説
明
を
受
け
た

後
、
医
療
助
成
制
度
や
子
育
て
の
福
祉

施
策
を
中
心
に
、
多
岐
に
渡
る
範
囲
で

質
疑
応
答
や
意
見
交
換
な
ど
が
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
室
で
の
研
修
終
了
後
に
は
、
役

場
庁
舎
や
、ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
公
共
施
設
を
視
察
さ
れ
、
長
時
間

に
わ
た
る
視
察
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　
７
月
13
日
～
14
日
に
か
け
て
、
町
村

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
東
京
都
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、北
信
越・東
海・近
畿
の
31
町

村
議
会
の
議
会
広
報
担
当
議
員・職
員

な
ど
１
２
０
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
町
村
議
会
で
発
行
し
て

い
る
議
会
だ
よ
り
を
、
専
門
家
の
視
点

で
評
価
し
、
優
れ
た
箇
所
や
改
善
点
な

ど
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
編
集
能
力
の

向
上
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
川
北
町
か
ら
は
、
５
月
に
発
行
さ
れ

た
議
会
だ
よ
り
１
３
９
号
に
つ
い
て
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
受
け
る
事
が
出
来
、
沢
山

の
箇
所
で
改
善
点
の
指
摘
を
受
け
、
改

め
て
議
会
活
動
が
伝
わ
る
紙
面
作
り
の

重
要
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

改善点の指摘を受け…

　
　
　
よ
り
読
み
や
す
く
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く

町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

研 修

　
こ
の
研
修
会
を
踏
ま
え
町
民
の
皆
さ

ん
に
、益
々
興
味
を
持
っ
て
頂
く
広
報

誌
に
な
る
よ
う
編
集
委
員一丸
と
な
り
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
要
望
な
ど
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
議
会
事
務
局
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

活発に意見交換
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議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う
◆　

次
回
の
定
例
会
は
12
月
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
視
察
研
修
が
行
わ

れ
た
徳
島
県
神
山
町
で
は
、

現
在
、
推
し
進
め
て
い
る
地

方
総
合
戦
略
や
地
域
活
性
化

策
は
、
役
場
の
中
だ
け
で
考

え
て
進
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
な
く
、
行
政
と
住
民
・
民

間
団
体
が
、
し
っ
か
り
と
連

携
し
て
、
新
し
い
発
想
や
取

り
組
み
を
確
実
に
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
い

た
。

　

新
し
い
こ
と
を
始
め
な
け

れ
ば
、
発
展
ど
こ
ろ
か
、
現

状
維
持
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ

の
時
代
。
我
々
議
員
も
、
行

政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て

の
役
割
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

政
策
提
案
機
関
と
し
て
も
機

能
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
議

会
の
在
り
方
を
模
索
し
な
が

ら
、
日
々
精
進
し
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

井
波　
秀
俊　
記

〒923-1295 石川県能美郡川北町字壱ツ屋174番地　☎076（277）1111
責任者／議長 山 先  守 夫
編　集／議会広報編集特別委員会

みんなの広場

　バスケットボール協会　　～練習に参加してみませんか～

　川北町バスケットボール協会は、平成元年に発足し、会員20
名、毎週木曜日の午後７時から川北町総合体育館において練習を
行っています。
　現在の会員は社会人ばかりですが、会員以外の方の練習参加も
認めており、中学生や高校生、大学
生など若い世代に加え、男女問わず

練習に参加して各々のレベルアップに精を出しています。
　今年は、日本バスケットボール協会で新リーグが設立さ
れ、メディアでも多く取り上げられており、国内でもバスケ
ットボール熱が盛り上がっていくことが期待されます。
　経験者・未経験者問いませんので、まずは練習に参加して
みてはいかがですか。

　水 墨 画 協 会　　　　　～向上心をバネに、継続は力なり～　　

　川北町水墨画協会は、昭和59年に川北町公民館が主催した
水墨画教室がきっかけで、平成５年度より水墨画協会を発足
させ、町文化協会にも加盟しました。
　当初より長年指導していただいている尾坂杜風先生によ
り、長らく絵筆を取る

こともなかった者達が、毎年、県内の水墨画展にお
いて、入選・入賞するまでになりました。
　墨一色の濃淡を活かして、一画を仕上げる喜び
を、一人でも多くの方に味わっていただきたいと思
っており、今後益々、水墨画の仲間が多くなるよ
う、会員も張り切っていますので、皆様どうぞお気
軽にご参加ください。

お問い合わせは、川北町議会事務局まで　　　☎076（277）1111

編
集
後
記


